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今年も残りわずかとなりました。保護者ならびに地域の皆様におかれましては、年末年始の

準備で何かとあわただしい毎日を送られていることと思います。今年も皆様のご支援ご協力の

おかげで充実した一年が過ごせました。 

 今学期を振り返ってみますと、実に様々なことがありました。今年の夏は大変な暑さでした

が、その猛暑の中で行われた体育祭。大きなけが等も無く、青軍、紅軍の素晴らしい団結力と

若者らしい爽やかではつらつとした熱気いっぱいの体育祭でした。生徒会の発案で全校生徒の

心を一つにしたいと全校パフォーマンス（ボディーパーカッション）も披露しましたが、実に

見事でした。 

 音楽祭では、各学級の事前の合唱練習はいつも以上にヒートアップし、実力も伯仲してハイ

レベルの合唱祭になりました。ここでも生徒会の発案で、全校生徒の心を一つにするために初

めての試みとして全校合唱を披露することができました。リージョンプラザのコンサートホー

ルのステージいっぱいに全校生徒が整然と並び、大迫力の合唱をホールいっぱいに響かせてく

れました。 

 校区内 4 つの小学校の 6 年生を招いて行われた「心の輪をつくる会」では、児童対象の移行

学級も兼ねて行われ、雄志中学校の紹介や授業体験も行われました。また、6 年生と雄志中 1

年生が小グループを作り、グループ毎に話し合い活動を行いました。小学生からはいろいろな

疑問や意見が出され、それに中学生がわかりやすく答えている様子があちこちで見受けられま

した。また、小中各校から「いじめ見逃しゼロ」の取組について発表し合う場もあり、各校の

願いも共有する事ができました。児童からは、「楽しかった」「中学校に来るのが楽しみ」とい

う感想が多くありました。 

 生徒会では、春から「いじめ見逃しゼロスクール運動」を展開してきていて、上記の体育祭

や音楽祭の取組もその一環なのですが、11 月、12 月と「いじめ見逃しゼロ宣言文づくり」を

全校生徒で進めてきました。今年度は、初めて体育祭の軍団を生かし、１～3 年生の縦割り班

で小グループ編成をして話し合い活動を行い、宣言文の原案作りに取り組みました。様々な過

程を経て完成した「いじめゼロ宣言文」は以下のようになりました。 

「私たちは、全員が相手に伝わる「明るい笑顔」であいさつをします！」 

「私たちは、お互いに相手の良いところを見つけ、ほめ合います！」 

「私たちは、会話で伝え合い、お互いに知り合い、感謝の気持ちで伝え合うことで信頼を深めます！」 

これらの宣言文に共通していることは、お互いの顔を見ながら、会話をしながらのコミュニケ

ーションの大切さです。メールやブログ、チャット、ラインなどＳＮＳでの書き込みが便利に

なり、簡単に連絡ができるようになりましたが、文字だけでは伝える内容に限界があり、受け

取り方も様々でお互いに誤解しながら書き続け、トラブルが大きくなるケースが増えてきてい

ます。この宣言文をぜひ日頃の生活で意識して心がけてほしいと思います。人間らしい、心の

通った、相手がよく見えるコミュニケーションに期待しています。 

保護者、地域の皆様には、ぜひ、今後も多くのご支援、ご協力をいただけますようお願い申

し上げます。どうぞ良いお年をお迎えください。 

〒943-0119 上越市下池部 707 

Tel．025-523-2404 

URL http://www.yushi.jorne.ed.jp/ 



 

平成 29 年度生徒会役員選挙～新年度へ向けて～ 
 

12 月 6 日（火）に平成 29 年度の生徒会役員選挙の 

立会演説会が行われました。 
 生徒会長、生徒会副会長の立候補者とその応援者が

演説し、公約内容等についての質疑が行われました。 

 公約には、学級討議の活性化、全校生徒の一体感を

増すための全校活動、あいさつ運動の推進、アンケー

ト等による全校生徒の意見の集約、授業態度向上運動

の推進、地域貢献活動の実施等が示され、全校生徒は

静かに聞き入っていました。質疑では、公約実現のた

めの具体的な方策についての質問や「こうした方がよ

い」という提案など、前向きな意見も活発に述べられ、

立候補者も真剣に応答していました。質問者も最後に 

「がんばってください。応援しています。」など、立候

補者を励ます言葉で締めくくり、みんなでリーダーと

なる人たちを支えていこうとする雰囲気が感じられま

した。 

 その後、昼休みの時間帯に投票が行われ、平成 29 年度の生徒会を動かすリーダーが決定しま

した。今回当選には至らなかった立候補者も含め、次年度の生徒会の活動の中心となって活躍

してくれることを期待します。 

 

 

【次年度生徒会役員の抱負】 
 

29 年度 生徒会長 

 僕は生徒会長として、学校を積極的にリードできるようにがんばります。この学校での良いと

ころを伸ばしつつ、改善点を見直していき、生徒全員が過ごしやすくなる学校をつくっていき

ます。そして、先輩方が築かれた雄志中学校の伝統を受け継いで、大切にしていきたいと思い

ます。 

 

29 年度 男子副会長  

 僕は今年度の生徒会で良かったことを来年度の生徒会でも引き継いでいきたいです。生徒会

三役になった３人の目指す生徒会のために、会長をしっかりサポートし、１年間がんばりたい

です。 

  

29 年度 女子副会長  

 私は、雄志中の中心として何事にも責任をもって取り組み、生徒に寄りそった様々なことに

チャレンジし、実現させていきたいと思います。そして、さらに雄志中をよりよくするため一

生懸命努めます。よろしくお願いします。 

 

 



２年生 救急法講習会 
 11 月 29 日(火)に２年生を対象として、救急法講習

会が行われました。上越南消防署員４名の方から講義

と実習を行っていただきました。心肺蘇生法の手順や

その実際の行い方、AED の使い方や注意事項など、詳

しく丁寧に教えていただきました。 

 現場で活躍されている方々からの講習ということも

あり、教科書では学べない内容も教えていただいたと 

いうことで、生徒たちには新鮮だったようです。今後、学んだ内容を万が一の時に実践できる

ように、しっかり復習して役立ててほしいものです。 

なお、講習を受けた生徒たちには、修了証明書を発行していただきました。ご協力いただき

ました消防署員の方々に感謝申し上げます。 

 

雄志中生徒と地域協議会委員との意見交換会 
12月4日(日)に雄志中生徒と地域協議会委員と

の意見交換会が、津有地区公民館で行われまし

た。これは、昨年度から始まった取組です。  

上越市役所の中部まちづくりセンターが主催

して３つの自治区（諏訪区、津有区、高士区）

の地域協議会委員が集まって行われる意見交換

会に、中学生も参加してまちづくりに関する意

見交換を行なおうというものです。 

雄志中学校の生徒会本部の生徒たちを中心に

各区の代表として９名の生徒と活動を支えていた

だいている雄志中学校区青少年育成会議の方々が

参加しました。最初に「中学生まちづくりワーク

ショップ」の取組として、「きれいなまちづくり」

をテーマにした取組を中学生が発表しました。 

地域のどこにゴミが多く捨てられているかを示

したゴミマップづくりやがんばり遠足でのクリー

ン活動、花いっぱい活動等の取組について中学生

が発表しました。また、会場には雄志中３年生が

作成したゴミポイ捨て防止の啓発ポスターも掲示

されました。                    ゴミポイ捨て防止の啓発ポスター 

その後、地域運営協議会委員の方たちから、質問や意見、感想などが多く出されました。 

「中学生が自分の住んでいる地域に目を向けてまちをきれいにしようと自分たちのできるこ

とを実践していることはとても良い事だ」という感想や「多くのゴミは地域住民ではなく、道

路を通行する人が出すものであり、その人たちに呼び掛ける工夫も必要」といった意見も出さ

れました。中学生からは「自分たちの住む地域は自然が豊かで平和なところが良い」「地域には

教科書に載るような偉人が何人もいる。もっと地域の自然や偉人のことをＰＲすべき」といっ

た意見も出され、活発な意見交換が行われました。 

 中学生が作成したゴミマップやゴミポイ捨て防止の啓発ポスターは、この後、各地区にお願

いして公民館等に掲示していただく予定です。 



１年生 郷土の偉人学習 
今１年生は、総合的な学習の時間で「郷土の偉人学

習」を行っています。雄志中の学区は、前島密、吉澤

謙吉、坂口謹一郎、川上善兵衛など多くの偉人が輩出

された地であります。１年生は、その偉人たちの生き

方について知識を深めるとともに、生き方から学び自

分の生き方や将来について学ぶことをねらいとしてい

ます。 

学習活動では、偉人の功績等についてＤＶＤを鑑賞

したり、書籍やインターネット等を用いて調べたりし

ながら学習を進めています。 

12 月 13 日（火）には、現地学習で前島密記念館へ

行ってきました。館長さんから「日本郵政の父」前島

密の業績について詳しく説明を聞いたり、貴重な資料

を見たりしてきました。現地での学習を通して、郵政

だけでなく「電話」や「鉄道」など多くの西洋文化を

日本に取り入れるために尽力したことや、密の意見に

よって日本の首都が「東京」になったこと、早稲田大学開校の財政基金を固めたことなど、自

分の利よりも常に世の中や他人のことを考え行動していた人柄を再認識することができました。 

３学期も引き続き偉人について追及活動を行い、各自が学習したことを個人新聞にまとめ発

信していく予定です。 

輝く成果 
【吹奏楽部】 

第 40 回新潟県アンサンブルコンテスト中学校の部 管楽打楽器七重奏 銀賞（２チームとも） 

【柔道】 

 新潟県中学校新人柔道体重別大会 男子 １位 ２年  

第１回漢字検定合格者 準２級 １名  ３級 ２名  ４級 ２名  ５級 １名 

第２回漢字検定合格者 ２級 １名  準２級 １名  ３級 ６名  ４級 １名 

歴史検定合格者 準３級 日本史 ９名  ４級 歴史基本 ４名  ５級 歴史入門 ３名  

 

1 月の主な行事 
 

6 日(金) ３学期始業式 

 9 日(月)  成人の日 

12 日(木) Web テスト 

13 日(金) 基礎テスト（国、数、英） 

17 日(火) 全校朝会 

20 日(金) スキー授業（１・２年） 

 

 

24 日(火)  第４回定期テスト（３年） 

三者面談（３年）～26 日(木)まで 

25 日(水)  第４回定期テスト（３年） 

27 日(金) 新入生保護者説明会 

31 日(火) ＮＲＴ学力テスト（国、数、英） 

 


